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山形県における小麦有望系統「東山25号」の特性
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1 は じ め に

山形県の小麦品種は,ナ ンプコムギとキタカミコムギが

主として栽培されている。ナンプコムギは低収及び低品質

で,ま た,キ タカミコムギは穂発芽しやすい特性や低アミ

ロ等により,生産者や実需者から問題視されている。この

ため麦作安定のためには諸特性に優れた品種の導入が強く

望まれていた。本報告では,1987年から6年間奨励品種決

定調査を行い,本年度本県奨励品種に採用される予定の

陳 山25号」の特性について報告する。

本系統は長野県農事試験場において「東北148号」に

「東山10号」を交配,以後系統育種法によって選抜・ 固定

されたものである。

2試 験 方 法

0)供試期間 :1987～ 1992年 山形農試本場
(は種年次)1988～ 1992年 庄内支場,最北支場,現

地試験

(21 供試場所 :山形農試本場,庄内支場,最北支場,現

地試験 (寒河江市,高畠町,三川町,遊

佐町)計 7ケ所
13)供試品種・系統 :東山25号 ナンプコムギ (標準)

■タカミコムギ (比較)

14)耕種概要 :

栽培様式 ;ド リル播き 畦幅 30cI
は種期 ;10月 上旬

は種量 :1 0kg/a

施肥量 (kg/a)iN-10,P,06-10,K20-10
融雪時追肥 :N 04
注)現地試験は,現地慣行法による。

6)製粉特性 :

製粉特性に使用したサンプルは,山形農試産。

製粉はプラベンダーテストミルで行い,蛋自含量はセミ

ミクロケルダール法で,粉色は R455と R554の 反射率を

用いて測定した。

3 試験結果及び考察

1987～ 1992年の試験場と現地試験における試験成績 (試

験力所×試験年数‐35),により,ナ ンブコムギ,キ タカ

ミコムギと比較したものを図 1に示した。形態的特性では,

繹長がナンプコムギより13cm程度短く,穂長は0 6ol程度

短い。しかし,穂数はナンプコムギ対比109%,キ タカミ

コムギ対比126%であった。 リットル重は同等で,千粒重

は両品種よりもやや軽い傾向であった。

外観品質は良好で,試験件数35件中,東山25号の規格外

発生件数は4件でナンブコムギの1844,キ タカミコムギの

11件 と比較すると極めて少なく,外観品質の良さとその安

定性に優れている。生態的特性は,ナ ンプコムギに比 して

出穂期が 1～ 2日程度早く,成熟期は並,耐倒伏性は優っ

た。

図 1 山形県における東山25号とキタカミコムギ,
ナンプコムギの特性比較

表 1に耐雪性に関する調査結果を示した。1990,1992年

の積雪日数は93日 ,105日 ,最高積雪深は135伽 ,81mであ

り,こ の時の越冬茎率はナンブコムギより低いが,キ タカ

ミコムギ並からやや高く,雪腐病発生程度はキタカミコム

ギ並からやや強で,耐雪性の評価は中程度と考えられる。

図 2に山形県における6年間の収量の推移を示した。最

も低収量であったのは,1991年の36 6kg/aで ,最高収量

は1989年の50 5kg/aと なり,平均収量は45 4kg/aで ナ

ンブコムギ対比123%,キ タカミコムギ対比104%で ,ナ ン

ブコムギより収量が多くキタカミコムギ並からやや高かっ

た。

表 2に製粉特性について示した。蛋自含量はA+B粉で
の測定であるが,ナ ンプロムギ97%,キ タカミコムギ72

成熟期
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(cm)
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長期積雪日数 1)60日

根雪始1213同終228
最高精雪深 101m(128)

25 手〕 A 637
ナンブコムギ

■タカミコムギ
微A
微 B

1 1

566

1990
長期積雪日数 93日
根雪始1224同終328
娠計鷹等肴彗星彗移に 135cm (206)

号 〉C 得 484
ナンプコムギ

■タカミコムギ
微A
少C

９２

“

441
504

1991

長期積雪日数 75日
根雪始114同終328
最高繕雪深 93m(222)

480
ナンプロムギ

キタカミコムギ
微A
少 B

99
104

348
598

長期積雪日数 105日
根雪始12■ 同終326
最高精雪深 81m(202)

25 1 〉B 80 472
ナンプロムギ

■タカミコムギ

微A
中B

９９

０１

412
434

表 1 供試小麦の耐雪性試験成績 (山形農試最北支場)

注 1)連続して積雪のあった日数。
2)12月 中下旬頃の茎数/ぽ■4月 上旬頃の茎数/ピ ×100。
3)A:健 全―葉の一部枯死 B:葉の大部分枯死 CI茎の一部枯死 D:茎の大部分枯死 D:全滅。

‐
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図 2 供試小麦の山形県における収量の年次変化

%に対し,東山25号は78%で ,キ タカミコムギよりやや

高い。製粉歩留は供試サンプル中最も高く685%であった。

色相は R455(自 さ)がナンプコムギに近似 し,R554(明
るさ)がナンブコムギと■タカミコムギの中間であった。

アミログラムはナンプコムギ並の1000BU以上であった。

4 ま と め

東山25号の特性はナンプコムギと比べると以下のとおり

であった。

表2 供試小麦の製粉特性 (山形農試本場)

系統・品種名

蛋自

(%)

鰯
用
の

色  柏 アヽ ログ

ラムMV
BU

Ａ

Ｒ４５

Ｂ

Ｒ５５

Log
(Bノち』ヽ)

東 山 25 号 478 0 144 1,026

ナ ンブコムギ 97 62 6 479 661 0139 1,023

キタカミコムギ 648 519 678 0115

注 蛋自,製粉歩留,ア ミログラムは,1989～ 1992年 の
平均値。
色相は1991,1992年 の平均値。

(1)出穂期は 1～ 2日早く,成熟期は同じである。
12)繹長,穂長は短いが,穂数は多い。

3)リ ットル重は等しく,千粒重はやや軽い。

に)外観品質は優れる。
15)収量は20%程度多収である。

16)耐雪性は並からやや劣る。

17)蛋白含量はやや低いが,ア ミログラムは同じである。

3)粉色は同じである。
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